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新潟県上越市（以下、上越市）及び株式会社 INPEX（以下、INPEX）は、2026 年 10 月

27日「上越市管理森林による森林由来 J-クレジット*の創出に関する連携協定」（以下、本協定）

を締結し、８年間の森林由来の J-クレジット創出事業に取り組むことについて合意しましたので、お知ら

せいたします。 

 

本協定は、上越市及び INPEX が連携を図り、上越市の管理森林の一部において、以下の項目等

について達成することを目的に締結するものです。 

【本協定の目的】 

(1) 森林整備を推進し、森林による二酸化炭素の吸収機能をより活性させる 

(2) 森林の二酸化炭素吸収機能に基づく森林由来の J-クレジットを創出する 

(3) 温室効果ガス排出削減の手法として、二酸化炭素を排出する事業者に創出した J-クレジットを供

給販売し、相当量の二酸化炭素排出量をオフセットする 

 

上越市は、市域から排出される温室効果ガスの削減について、「上越市第 2次地球温暖化対策実

行計画」において、2030 年度までに 2013年度比 50％削減、2050年までにカーボンニュートラルの

実現を目標に掲げています。市は、森林由来 J-クレジットを森林整備と脱炭素化の好循環を生み出す

取組として位置付けており、創出した J-クレジットの販売から得られる収益を森林整備に還元すること

で、森林整備（適切な森林管理）を促進するとともに、災害防止や水源涵養など森林の公益的機能

の維持・向上につなげてまいります。 

 

INPEX は、日本及び世界のエネルギー需要に応えつつ、2050年ネットゼロの実現に向けたエネルギ

ー構造の変革に積極的に取り組んでおり、「気候変動対応」を重要課題の一つと位置付けています。当

社の国内事業の中核地域である新潟県内で脱炭素化に向けた森林由来 J-クレジットの創出に向け連

携して取り組むことで、地域社会との共生を推進してまいります。 

 

* 低炭素投資を促進し、日本の温室効果ガス排出削減量の拡大につなげることを目的に、省エネ設

備の導入や再生可能エネルギーの活用による二酸化炭素等の排出削減量や、適切な森林管理による

二酸化炭素等の吸収量を、クレジットとして国が認証する制度。 

 

以上 


